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⑤災害対策用図等

電子基準点

電子基準点

くにかぜⅢ

ALOS

災害対策用図

災害現況図

デジタル標高地形図

ALOSで観測した地殻変動

空中写真

電子基準点で検出した地殻変動

①電子基準点
常時、２４時間連続観測、地殻変動を監視

②空中写真
災害時は緊急撮影を実施

③衛星による観測
現在、ALOS-2運用中

④標高データ
10m DEM: 国土全域のデータを公開中
5m DEM: 国土の約63%のデータを公開中

このほか
○電子基準点、三角点及び水準点の
測量成果を迅速に改定し公表

○必要に応じて、浸水範囲概況図等の
地理空間情報を早急に整備し、公表

国土地理院の災害対応
災害対策基本法に基づく指定行政機関及び指定地方行政機関として、
測量・地図分野の最新技術を活用し、地殻変動の監視や地理空間情報を整備・提供

電子基準点

くにかぜⅢ

ALOS
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国土地理院では、9月8日に注意体制、10日には非常体制をとり、TEC-FORCEのべ33人・日(9/19時点)
による緊急撮影(くにかぜ、UAV)、および浸水範囲等の各種の地理空間情報の提供及び公開を行ったほか、
常総市への物資の提供・地方整備局TEC-FORCEの受け入れなどの後方支援を行いました。

「平成27年９月関東・東北豪雨」への対応

●無人航空機（UAV）による動画撮影

被災直後（9月10日）に鬼怒川
の破堤箇所を撮影し公開

●被災地周辺の主題図の提供

破堤・越水箇所周辺の
治水地形分類図（左）や
陰影段彩図（右）を提供

●空中写真からの推定浸水範囲の判読

連日、くにかぜの写真から
浸水範囲を判読し公開

●被災前後の写真比較ページの作成

被災前後のようすを比較できる
よう、２時期の空中写真を重ね
て表示するホームページを作成

9/13 読売新聞

効果：初動時の迅速な被災状況の
周知・初動計画策定への活用

効果：復旧状況の周知・効率的な
排水計画策定への活用

効果：破堤・越水後の浸水リスク
把握、避難計画策定への活用

効果：浸水状況の視覚的な周知
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被災日（8月20日）に撮影した斜め写真（八木地区） 垂直写真から作成した正射画像（八木地区）

●空からの被災状況の把握と空中写真の提供

●被災箇所を抽出した判読図の提供

写真から土砂流出範囲を判読し地図に重ね合わせ 土砂流出範囲を写真に重ね合わせ

「平成26年8月豪雨（広島市）」における対応

現地対策本部（広島市役所）

現地対策本部を激励される安倍総理

●現地対策本部で利用される
地理空間情報
政府現地対策本部に職員を派遣し、
地理空間情報の提供等
災害対応に貢献

現地対策本部に提供した地理空間情報
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国土地理院では、平成26年8月豪雨災害に対し、8月17日に警戒体制、20日には非常体制をとり、緊急撮影や各種
の地理空間情報の提供及び公開 （http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h26-0816heavyrain-index.html）を行いました。

8月20日に広島市に政府の現地対策本部が設置され国土地理院からも災害対応策の検討や復旧・復興支援の
ため、地理空間情報の専門家11名（延べ22名）を派遣するとともに、中国地方測量部においても、さまざまな地理空
間情報の提供等を行いました。
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地理空間情報・災害関連情報の提供
（国土地理院HP http://www.gsi.go.jp/index.html）
「地理院地図」（電子国土Web）や災害関連情報のページで、地図や空中写真等の地理
空間情報をわかりやすく、検索・閲覧・入手できるよう公開しています。

【問い合わせ先】 国土地理院 東北地方測量部 tel.022-296-1856




